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島
原
の
乱
の
使
者
の
戦
い
（
５
）

│
広
島
藩
・
三
次
藩
の
場
合
│

武　

田　

昌　

憲

　
　
　
　

浅
野
本
藩
の
活
躍

　

安
芸
の
広
島
浅
野
藩
、
及
び
備
後
の
三み
よ
し次
浅
野
支
藩
は
、

両
藩
共
に
、
島
原
一
揆
（
乱
）
発
生
の
時
に
使
者
を
派
遣
し

て
い
る
。
広
島
の
本
藩
の
場
合
、
こ
の
時
に
は
藩
主
光
晟
は

江
戸
に
い
た
。
光
晟
は
幕
府
か
ら
派
遣
さ
れ
た
征
討
使
で
あ

る
板
倉
重
昌
・
石
谷
貞
清
の
た
め
に
帆
船
を
多
く
用
意
す
る
。

浅
野
氏
時
代
を
記
し
た
『
編
年
記
事
』（
注
１
）
に
よ
る
と
「
此

時
藝
藩
の
先
づ
應
募
せ
し
船
艦
は
、
重
昌
及
貞
清
の
所
用
關

八
端
帆
船
二
隻
（
割
注
以
下
同
、
藩
船
）
軍
兵
所
用
八
端
帆

廻
船
二
隻
（
一
は
廣
島
地
方
の
民
、
市
左
衛
門
所
有
、
一
は

嚴
島
の
民
、
九
右
衛
門
所
有
）
軍
場
用
七
端
帆
船
一
隻
（
廣

島
元
柳
町
の
民
、
善
左
衛
門
所
有
）
外
に
關
船
一
隻
・
廻
船

七
隻
に
し
て
、水
夫
ま
た
之
に
備
は
る
」
と
対
応
し
た
。
以
下
、

こ
の
記
事
を
訳
し
て
行
く
と
、
こ
の
時
藩
主
の
光
晟
は
江
戸

に
い
た
。
彼
は
三
次
支
藩
の
藩
主
浅
野
長
治
（
在
江
戸
）
を

呼
ん
で
、
相
談
し
て
い
る
。
と
り
あ
え
ず
光
晟
は
御
小
姓
長

谷
川
久
太
郎
宗
久
と
大
番
者
頭
岡
田
宇
右
衛
門
信
成
を
以
て

使
者
と
し
て
、板
倉
重
昌
に
付
け
た
。
こ
れ
を
浅
野
藩
で
は「
附

使
者
」
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
の
時
長
谷
川
は
江
戸
に
い
て
板

倉
重
昌
に
従
っ
て
十
一
月
十
一
日
に
江
戸
を
出
発
。
二
十
二

日
に
広
島
に
い
る
岡
田
に
伝
え
て
即
日
共
に
出
立
し
た
。
こ

の
時
従
者
が
数
十
人
い
た
。
光
晟
は
ま
た
、
大
番
頭
頭
小
山

田
利
元
を
「
見
廻
使
者
」
と
し
て
重
昌
に
つ
け
た
。
利
元
も

広
島
に
い
た
の
で
、
二
十
五
日
に
命
を
受
け
て
即
夜
出
発
す

る
。
二
十
五
日
に
幕
府
軍
は
小
倉
に
到
着
す
る
。
こ
こ
で
使

者
の
長
谷
川
と
岡
田
は
こ
こ
か
ら
帰
去
を
命
じ
ら
れ
る
も
、

両
人
は
堅
く
従
軍
を
希
望
し
、
重
昌
か
ら
そ
の
志
を
良
し
と

し
て
許
さ
れ
る
。

　

十
二
月
二
十
日
の
最
初
の
原
城
攻
め
で
は
岡
田
と
小
山
田

は
筑
前
藩
の
黒
田
光
之
の
部
下
に
属
し
て
参
戦
。
先
鋒
を
務
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め
る
。
長
谷
川
は
立
花
忠
茂
の
部
下
に
属
し
て
先
鋒
と
な
っ

て
参
戦
し
た
。
長
谷
川
は
夜
陰
に
乗
じ
て
城
壁
に
肉
薄
す
る

が
、
敵
の
弾
丸
が
雨
の
よ
う
に
降
り
注
ぐ
中
で
、
遂
に
従
者

の
井
上
源
左
衛
門
と
同
じ
く
銃
創
を
受
け
る
。
長
谷
川
に
随

行
し
て
い
た
浪
士
、
小
山
忠
左
衛
門
、
山
田
久
次
郎
、
高
瓦

五
郎
左
衛
門
及
び
藩
士
の
子
の
平
山
四
郎
左
衛
門
た
ち
が
こ

れ
を
助
け
て
後
退
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

翌
年
元
旦
、
板
倉
重
昌
の
再
度
の
総
攻
撃
で
岡
田
・
小
山

田
共
に
重
昌
の
先
鋒
と
な
り
、
奮
戦
し
つ
つ
城
壁
に
肉
薄
す

る
が
、
小
山
田
は
斃
れ
、
岡
田
は
銃
創
を
受
け
る
。
従
者
の

饗
庭
十
三
郎
が
駆
け
つ
け
て
岡
田
を
背
負
っ
て
退
却
す
る
。

十
三
郎
は
こ
の
時
十
六
歳
で
あ
っ
た
が
、
岡
田
が
残
し
た
槍

を
失
う
こ
と
を
恐
れ
た
の
で
、
十
三
郎
は
す
ぐ
に
取
っ
て
返

し
て
、
槍
を
回
収
し
た
。（
十
三
郎
が
こ
の
後
ど
の
よ
う
な
恩

賞
を
受
け
た
の
か
不
明
で
あ
る
。）
こ
の
日
、
幕
府
軍
は
重
昌

の
戦
死
も
あ
り
、
敗
北
を
喫
し
た
。
五
日
に
は
板
倉
重
矩
（
重

昌
の
子
）
の
命
令
も
あ
り
戦
傷
の
長
谷
川
と
岡
田
が
帰
藩
す

る
。
こ
れ
よ
り
先
に
幕
府
は
老
中
松
平
信
綱
を
新
た
に
上
使

と
し
て
派
遣
。
こ
の
時
光
晟
は
御
持
筒
頭
津
川
権
兵
衛
を
使

者
と
し
て
信
綱
に
付
け
、
ま
た
広
島
か
ら
大
番
頭
伴
十
郎
兵

衛
資
德
を
「
見
廻
使
者
」
と
し
て
随
行
さ
せ
た
。

　

以
上
が
元
旦
総
攻
撃
ま
で
の
経
過
で
あ
る
が
、「
見
廻
使
者
」

の
小
山
田
が
戦
死
し
、「
附
使
者
」
の
長
谷
川
と
岡
田
が
共
に

負
傷
し
て
戦
線
離
脱
し
て
、「
使
者
」
が
全
員
い
な
く
な
っ
た

所
に
ち
ょ
う
ど
津
川
と
伴
が
交
替
で
き
た
の
は
藩
に
と
っ
て

幸
い
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
戦
闘
が
で
き
た
の
も
、
浪
士

の
人
数
を
含
む
か
わ
か
ら
な
い
も
の
の
、「
従
者
数
十
人
」
の

存
在
は
大
き
い
も
の
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
他
藩
の
使
者

の
よ
う
に
鉄
砲
隊
の
派
遣
の
記
述
は
な
い
が
、
後
述
の
よ
う

に
大
筒
隊
を
派
遣
し
て
い
て
、
他
藩
の
「
使
者
」
よ
り
異
彩

を
放
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
新
し
い
「
使
者
」
の
津
川
権
兵
衛
に
つ
い
て
は
隣
接

の
藩
で
あ
る
萩
毛
利
藩
か
ら
も
頼
れ
る
人
物
と
し
て
い
て
、

今
度
九
州
へ
ノ
上
使
松
平
豆
州
侯
へ
芸
州
浅
野
侯
ヨ
リ

付
ケ
ラ
ル
使
者
津
川
権
兵
衛
ニ
志
賀
茂
右
衛
門
ヲ
引
合
、

道
中
何
角
申
談
、
首
尾
一
同
ニ
相
調
マ
カ
リ
下
ル
ヤ
ウ

ニ
命
シ
玉
フ
、
芸
州
侯
ヨ
リ
モ
家
士
松
野
半
衛
門
ヲ
以

テ
彼
ノ
権
兵
衛
を
茂
右
衛
門
ニ
引
合
セ
ノ
為
ニ
伴
ヒ
来

ル
（
注
２
）

と
い
う
記
述
が
み
え
る
。
外
様
の
毛
利
藩
が
、
一
応
外
様
で
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も
幕
府
の
覚
え
め
で
た
い
（
信
頼
の
厚
い
）
浅
野
藩
と
で
き

る
だ
け
「
首
尾
一
同
」
に
歩
調
を
合
わ
せ
よ
う
と
す
る
た
め

に
毛
利
藩
か
ら
使
者
と
し
て
志
賀
茂
右
衛
門
を
派
遣
す
る
な

ど
、
幕
府
の
使
者
の
対
応
策
と
し
て
、
新
た
に
諸
藩
と
の
連

絡
の
た
め
に
別
に
使
者
を
送
る
気
を
遣
っ
た
様
子
が
窺
え
る
。

　

こ
の
第
二
次
の
二
人
の
「
使
者
」
派
遣
＝
出
兵
の
時
、
先

の
二
回
の
総
攻
撃
で
一
揆
軍
の
強
力
な
抵
抗
を
身
に
し
み
て

わ
か
っ
た
浅
野
藩
は
、
当
然
、
家
臣
を
何
人
も｢

使
者｣

に

随
行
さ
せ
た
は
ず
で
あ
る
が
、
そ
の
規
模
は
記
述
が
な
い
の

で
不
明
で
あ
る
。
た
だ
光
晟
は
砲
術
家
の
奥
弥
兵
衛
・
同
仙

兵
衛
を
大
筒
支
配
役
と
し
て
砲
兵
を
率
い
て
従
軍
さ
せ
、
戸

田
氏
鉄
の
軍
に
属
し
て
海
上
か
ら
一
揆
の
通
路
を
砲
撃
し
、

又
そ
の
家
伝
の
「
火
箭
」
を
発
射
し
て
効
果
が
あ
っ
た
と
『
編

年
記
録
』
で
は
記
す
。
鉄
砲
隊
の
派
遣
は
諸
藩
の
「
使
者
」

で
は
み
ら
れ
る
も
の
の
、
大
筒
を
持
っ
て
行
く
と
い
う
、
砲

兵
隊
の
参
加
す
る｢

使
者｣

は
珍
し
く
、
お
そ
ら
く
比
較
的

近
距
離
に
あ
る
浅
野
藩
ら
し
い
処
置
と
思
わ
れ
る
。
早
速
海

上
か
ら
射
撃
し
た
と
い
う
記
述
も
貴
重
で
あ
る
。
砲
兵
隊
の

総
勢
も
記
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
数
十
で
は
な
さ
そ
う
で
あ

る
。
家
伝
の
「
火
箭
」
の
部
隊
も
参
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら

も
ま
た
、
相
当
の
人
数
が
参
加
し
た
と
思
わ
れ
る
。
火
薬
も

豊
富
に
準
備
し
て
い
た
の
か
、
東
に
隣
接
し
て
い
る
備
後
福

山
藩
の
水
野
勝
成
の
正
式
な
出
兵
派
遣
に
応
じ
て
、
光
晟
は

吉
田
久
右
衛
門
を
使
者
と
し
て
弾
薬
二
十
荷
を
福
山
藩
に
贈

呈
し
て
い
る
。

　

二
月
二
十
七
日
の
総
攻
撃
で
の
記
述
は
以
下
の
よ
う
に
な

る
。

二
月
二
十
七
日
諸
軍
一
斉
攻
撃
し
、
城
の
外
郭
を
破
り
、

続
い
て
牙
城
に
入
り
て
火
を
放
ち
、
一
撃
し
て
之
を
陥

れ
、
教
徒
は
老
少
と
な
く
悉
く
之
を
誅
し
、
魁
主
益
田

時
貞
以
下
の
首
を
梟
す
、
亂
平
ぎ
て
後
ち
、
光
晟
は
藩

船
艦
の
事
を
以
て
木
全
甚
兵
衛
を
使
者
と
し
信
綱
・
氏

鉄
に
遣
は
し
、
船
奉
行
植
木
三
郎
右
衛
門
を
し
て
關
船

三
十
餘
艘
・
荷
船
五
十
隻
を
督
し
て
、
小
倉
に
到
り
、

凱
旋
軍
の
用
に
供
せ
し
む

　

こ
こ
で
は
、
多
く
の
藩
及
び
そ
の
使
者
が
参
戦
す
る
原
城

落
城
戦
に
つ
い
て
の
浅
野
藩
の
活
躍
は
何
も
記
さ
れ
て
い
な

い
。
全
体
の
状
況
描
写
だ
け
で
、
あ
た
か
も
傍
観
し
て
い
た

か
の
よ
う
に
み
え
る
．
十
二
月
と
翌
年
元
旦
の
二
回
の
総
攻

撃
に
参
加
し
、
使
者
の
死
傷
者
を
出
す
な
ど
、
自
藩
の
大
き
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な
損
害
を
出
し
た
こ
と
か
ら
、
使
者
の
先
駆
け
を
自
粛
し
て

い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
結
果
、
他
藩
に
押
さ
れ
て
華
々
し

い
戦
闘
を
し
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
か
わ
り
、

幕
府
軍
の
人
員
や
物
資
の
移
動
に
必
要
な
舟
の
確
保
に
努
め

て
い
る
こ
と
は
記
述
し
、
鎮
圧
の
前
後
の
裏
方
で
尽
力
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

以
上
の
事
か
ら
、
浅
野
藩
で
は
「
使
者
」
を
数
人
派
遣
し

て
い
な
が
ら
、
そ
の
随
行
の
家
臣
の
総
数
は
浪
士
や
砲
兵
隊

を
含
ん
で
み
て
も
数
百
人
は
下
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
し
、
輸

送
用
の
船
の
用
意
・
人
夫
の
手
配
等
も
考
え
る
と
相
当
の
人

的
物
質
的
出
費
を
提
供
し
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

　

と
も
か
く
、
一
揆
討
伐
の
前
後
で
、
広
島
藩
が
、
特
に
藩

主
光
晟
が
ど
れ
だ
け
気
を
使
っ
た
か
が
、
よ
く
わ
か
る
記
事

で
あ
っ
た
。

　
　
　
　

乱
後
の
処
理
・
エ
ピ
ソ
ー
ド

　

面
白
い
の
は
一
揆
鎮
圧
・
凱
旋
後
の
家
臣
の
恩
賞
と
そ
の

後
日
談
で
あ
る
。
前
出
引
用
に
続
く
本
文
を
引
用
す
る

光
晟
は
又
長
谷
川
久
太
郎
宗
久
・
岡
田
宇
右
衛
門
信
成

二
人
の
功
を
賞
し
、
各
俸
五
百
石
を
加
ふ
、
是
に
於
て

宗
久
は
千
石
、
信
成
は
千
三
百
石
と
な
る
、
後
ち
宗
久

の
父
志
摩
死
す
、
光
晟
其
俸
二
千
石
を
襲
が
し
め
、
其

功
俸
千
石
を
収
め
、
組
頭
と
為
す
、
宗
久
不
平
な
り
、

以
為
ら
く
功
大
に
し
て
恩
小
な
り
と
、
十
九
年
十
一
月

遂
に
其
子
兵
庫
助
と
共
に
有
馬
に
浴
す
る
に
託
し
て
脱

退
し
、江
戸
に
赴
き
靡
下
の
士
に
投
じ
、又
上
野
に
隠
る
、

藩
府
こ
れ
を
逮
捕
せ
ん
と
欲
す
れ
ど
も
輙
く
獲
る
こ
と

能
は
ず
、
乃
ち
尾
・
加
及
肥
前
の
諸
侯
に
拠
り
て
之
を

索
め
、
遂
に
幕
府
の
手
を
以
て
之
を
捕
へ
、
二
十
年
七

月
二
十
一
日
宗
久
を
し
て
江
戸
麻
布
の
藩
邸
に
於
て
屠

腹
せ
し
む
、
時
に
年
四
十
な
り
、

　

負
傷
し
て
帰
郷
し
た
長
谷
川
・
岡
田
両
名
は
加
増
を
受
け

た
も
の
の
、
長
谷
川
は
後
に
父
の
禄
を
継
い
だ
時
に
加
増
分

も
没
収
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
の
か
わ
り
と
し
て
組
頭
と
な
っ

た
も
の
の
恩
賞
が
な
か
っ
た
も
同
然
の
処
置
に
不
満
が
残
り

「
功
大
に
し
て
恩
小
な
り
」
と
し
て
子
と
共
に
脱
藩
し
て
し
ま

う
。
寛
永
十
五
年
の
一
揆
鎮
圧
か
ら
四
年
後
の
十
九
年
で
の

出
来
事
で
あ
っ
た
。
藩
は
捜
索
す
る
が
ど
う
し
て
も
捕
捉
で

き
ず
、
諸
藩
の
力
、
そ
し
て
幕
府
の
手
に
よ
っ
て
よ
う
や
く

こ
れ
を
捕
え
る
事
が
で
き
江
戸
藩
邸
で
切
腹
さ
せ
る
こ
と
が
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で
き
た
。
藩
か
ら
す
れ
ば
幕
府
に
も
知
ら
れ
、
自
慢
で
き
な

い
後
味
の
悪
い
幕
引
き
と
な
っ
た
。
こ
の
の
ち
長
谷
川
宗
久

の
子
兵
庫
助
も
捕
え
ら
れ
て
同
じ
く
切
腹
さ
せ
ら
れ
て
し
ま

う
。
宗
久
切
腹
の
翌
二
十
二
日
に
は
浅
野
図
書
・
溝
口
五
右

衛
門
は
共
に
宗
久
の
責
任
を
問
わ
れ
て
所
領
没
収
の
う
え
後

に
切
腹
を
命
じ
ら
れ
る
。
宗
久
の
従
弟
の
長
谷
川
角
右
衛
門

な
ら
び
に
今
中
吉
之
進
・
浅
野
久
五
郎
も
亦
宗
久
の
事
に
関

し
て
責
任
を
問
わ
れ
て
、
禄
を
没
収
さ
れ
て
い
る
。

　

島
原
一
揆
の
使
者
と
し
て
参
戦
し
て
恩
賞
を
戴
い
て
も
、

そ
れ
が
後
に
不
満
の
原
因
と
な
る
後
日
談
を
記
述
す
る
の
は
、

他
藩
に
も
見
受
け
ら
れ
る
（
注
３
）
点
、
共
通
す
る
も
の
が

あ
る
の
で
注
意
し
て
お
き
た
い
。
た
と
え
ば
岡
山
藩
の
場
合

も
そ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
一
揆
鎮
圧
で
恩
賞
を
受
け
た
人
に

は
、
そ
れ
が
逆
に
名
誉
な
こ
と
で
は
な
く
、
却
っ
て
災
い
と

な
り
、
不
幸
に
陥
る
家
も
多
い
よ
う
で
あ
る
。
藩
の
恩
賞
の

不
備
が
原
因
で
あ
る
が
、
こ
の
点
編
集
者
も
興
味
が
尽
き
な

い
事
件
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　

三
次
支
藩
の
記
録

　

三
次
浅
野
家
は
本
藩
主
光
晟
の
庶
兄
長
治
が
五
万
石
で
寛

永
九
年
（
一
六
三
二
）
十
一
月
に
分
知
さ
れ
た
ば
か
り
で
あ

っ
た
。
本
藩
の
安
芸
国
に
対
し
て
領
地
は
備
後
国
三
次
で
あ

る
。

　
『
三
次
分
家
済
美
録
』（
注
４
）
の
中
の
「
鳳
源
君
御
伝
記

巻
之
三
」
に
使
者
の
記
事
が
み
え
る
の
で
引
用
し
て
み
る
。

　

十
一
月
（
日
欠
）
松
倉
長
門
守
重
次
君
（
肥
前
国
島

原
城
主
）
御
領
分
吉
利
支
丹
一
揆
蜂
起
御
起
居
城
島
原

へ(

案
す
る
ニ
島
原
ハ
高
来
郡
ニ
あ
り
諸
書
ニ
高
来
城
ハ

或
ハ
原
城
と
も
あ
り
従
ハ
す)

押
掛
ケ
候
趣
江
戸
へ
註
進

有
之
為　

上
使
板
倉
内
膳
正
重
昌
君
石
谷
十
蔵
貞
清
殿

（
御
目
代
）
御
越
ニ
付
同
所
へ
為
御
使
者
南
部
太
郎
右
衛

門
（
重
之
御
馬
廻
）
被
遣
（
案
す
る
ニ
引
用
ゆ
る
系
図

ニ
て
ハ
い
つ
れ
へ
の
御
使
者
と
い
ふ
事
詳
な
ら
す
と
い

へ
と
も
此
時　

玄
徳
公
よ
り
も
本
文
御
両
方
へ
御
使
者

岡
田
宇
右
衛
門
信
成
長
谷
川
久
太
郎
吉
重
等
遣
さ
れ
し

ニ
よ
れ
ハ
太
郎
右
衛
門
も
御
同
様
之
御
使
者
な
り
し
事

疑
な
し
故
ニ
本
文
の
如
く
記
す
但
し
此
時　

鳳
源
君
御

在
府
故
江
戸
よ
り
遣
さ
れ
し
カ
又
ハ
三
吉
よ
り
歟
其
事

ハ
詳
な
ら
す
さ
て
翌
年
ニ
到
り
重
而　

上
使
御
下
り
之

節　

玄
徳
公
よ
り
ハ
御
使
者
伴
十
郎
兵
衛
資
信
建
部
清
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兵
衛
某
追
々
遣
さ
る
と
い
へ
と
も　

鳳
源
君
よ
り
ハ
外

ニ
御
使
者
遣
さ
れ
し
事
見
る
所
な
く
前
後
と
も
太
郎
右

衛
門
壱
人
ニ
て
相
済
シ
事
ニ
や
詳
な
ら
す
）
翌
年
戊
寅

正
月
尚
亦
為　

上
使
松
平
伊
豆
守
信
綱
君
戸
田
左
衛
門

氏
鉄
君
（
美
濃
国
大
垣
城
主
）
御
越
ニ
付
太
郎
右
衛
門

儀
も
玄
徳
公
御
使
者
同
様
相
詰
罷
在
（
案
す
る
ニ
本
文

上
使
衆
へ
御
進
物

ニ
御
使
者
勤
の
事
其
後
罷
帰
り
し

事
等
都
て
詳
な
ら
す
島
原
一
挙
﹇
マ
マ
﹈
上
使
御
上
下

等
の
事　

玄
徳
公
の
伝
ニ
委
し
併
せ
見
る
へ
し
）

　
「
鳳
源
君
」
は
三
次
藩
初
代
藩
主
の
浅
野
長
治
の
こ
と
。「
玄

徳
公
」
は
広
島
本
藩
浅
野
家
の
藩
主
光
晟
の
こ
と
で
あ
り
、

長
治
の
弟
に
当
た
る
。
鳳
源
君
長
治
は
弟
の
本
藩
に
頼
る
形

で
使
者
は
南
部
太
郎
右
衛
門
重
之
一
人
だ
け
を
派
遣
し
て
い

る
よ
う
だ
。
本
藩
派
遣
の
使
者
岡
田
宇
右
衛
門
信
成
、
長
谷

川
久
太
郎
吉
重
と
行
動
を
共
に
し
、
本
藩
の
指
示
を
受
け
て

い
た
と
思
わ
れ
る
。
板
倉
重
昌
に
つ
い
て
行
っ
て
い
た
こ
と

か
ら
、
十
二
月
と
元
旦
の
総
攻
撃
に
ど
う
関
わ
っ
た
の
か
、

本
藩
が
戦
闘
に
参
加
し
、
岡
田
・
長
谷
川
が
二
人
と
も
死
傷

し
て
「
使
者
」
の
役
目
を
果
た
し
て
い
な
い
だ
け
に
興
味
が

あ
る
が
、
何
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。
本
藩
か
ら
続
け
て
津
川

権
兵
衛
や
伴
十
郎
兵
衛
の
「
使
者
」
が
派
遣
さ
れ
た
が
、
彼

ら
と
の
連
携
も
不
明
で
あ
る
。
浅
野
家
の
藩
士
の
記
録
を
探

っ
て
み
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

な
お
、
大
筒
を
持
参
し
た
り
、
船
の
便
を
手
配
し
た
り
、

か
な
り
大
掛
か
り
な
働
き
を
し
た
に
も
拘
ら
ず
、
本
藩
・
支

藩
と
も
『
寛
永
諸
家
系
図
傳
』
や
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
の

浅
野
家
の
項
に
は
一
言
も
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
（
こ
の
一
揆

鎮
圧
の
記
事
自
体
が
な
い
）
の
は
珍
し
い
。
な
に
か
幕
府
に

対
し
て
記
述
を
憚
ら
れ
る
不
都
合
な
こ
と
で
も
あ
っ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
赤
穂
事
件
が
あ
っ
た
と
し
て
も
直
接
こ
の
一
揆

事
件
と
は
つ
な
が
ら
な
い
し
、
他
家
と
は
別
の
事
情
が
あ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
確
か
に
浅
野
藩
は
元
和
五
年（
一
六
一
九
）

に
前
藩
主
福
島
正
則
の
改
易
の
後
を
受
け
て
四
十
二
万
六
千

石
で
紀
州
か
ら
入
封
し
て
き
た
が
、
こ
の
た
め
福
島
家
の
遺

臣
の
多
く
が
浪
人
と
な
り
、
こ
の
島
原
一
揆
に
参
加
し
て
い

る
状
況
を
み
る
と
、
複
雑
な
も
の
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

後
考
を
期
し
た
い
。

注
１『
広
島
市
史
』第
一
巻（
大
正
十
一
年
一
月
・
広
島
市
役
所
）



－ 7－

「
浅
野
氏
時
代
（
玄
徳
院
）
編
年
記
事
、
３
７
８
ペ
ー
ジ
。

注
２
『
毛
利
四
代
実
録
』
巻
二
十
八
の
寛
永
十
四
年
十
二
月

二
日
状
（『
山
口
県
史　

史
料
編　

近
世
１
上
』
平
成

十
一
年
九
月　

４
０
４
〜
４
０
５
ペ
ー
ジ
）

注
３
た
と
え
ば
岡
山
池
田
藩
の
例
（『
吉
備
温
故
秘
録
』
―
『
吉

備
群
書
集
成
』
所
収
）
が
あ
る
が
、
別
に
戦
後
の
処
置

と
後
日
談
に
つ
い
て
ま
と
め
て
み
た
い
。

注
４
『
広
島
県
（
双
三
群　

三
次
市
）
史
料
総
覧
別
巻
』（
昭

和
五
十
五
年
、
広
島
県
（
双
三
群　

三
次
市
）
史
料
総

覧
編
集
委
員
会
）
収
。
１
１
１
ペ
ー
ジ
。


